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パルス応答で打ち切った F 1 R (Finite Impulse Response) ディジタルフィルタで構成する。この方
法の利点は最適性の追求を可能にした点にあるばかりでなく，制御器の設計計算が正規方程式の求解に
帰着した点にもある。ここではさらに，この正規方程式を解くための高速逐次算法を提案する。この高、






















の FIR コントローラの設計計算が離散時間Wiener-Hopf方程式に帰着し，さらに， Levinson算法に
比較して計算手法で25%削減した新しい高速算法によってこの方程式の解が求まることを見出している。
ところで，最適制御法の中で，状態フィードパックに基づ、くディジタル形式の最適レギュレータ構成
では，閉ループ系が安定になることはよく知られている。他方，ディジタルPID制御系に代表される
出力フィードパック制御方式では閉ループ系の安定性は普通には保証されない。この研究では，単入力
単出力の制御対象に対して提案する最適フィードパック制御系が安定なクラスに入ることを厳密に証明
している。
以上のように，本研究はディジタル制御法に最適性の観点から一つの統一的な設計法を与え，その優
位性を理論とシミュレーション結果で実証することにより，制御工学の分野に大きく貢献しており，博
士論文として価値あるものと認める。
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